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4-1. f(x, y) = xy (x > 0, y ∈ R)とおく．
(1) log f(x, y) = y log xの両辺を偏微分して (対数微分)，fx, fy を求めよ．
(2) f(x, y)の (x, y) = (3, 2)における一次までのテイラー展開を求めよ．ただし，剰余項はR2と書いて
おけばよい．
(3) (2) を利用して 3.012.02 の近似値を小数点以下第 2位まで求めよ．ただし，log 3 ≒ 1.1として計算
せよ．

4-2. f(x, y) = a4x4 − 4axy + y4とおく．ただし，aは正の定数とする．
(1) fx(x, y) = 0, fy(x, y) = 0をみたす (x, y)を求めよ．
(2) (1) で求めた点における f(x, y)の二次までのテイラー展開を求めよ．
(3) f の極値を求めよ．
ただし，「極値を求める」とは，「極値をとる点とその点における値」および「極大極小の区別」を求める
ことである．
—————————————————

xの関数 g1(x), g2(x) (g1(x) ≦ g2(x)とする)，yの関数 h1(y), h2(y) (h1(y) ≦ h2(y)とする)に対して，
{(x, y) | a ≦ x ≦ b, g1(x) ≦ y ≦ g2(x)} の形で表示されるR2の部分集合を たて線集合 (左図)，
{(x, y) | c ≦ y ≦ d, h1(y) ≦ x ≦ h2(y)} の形で表示される集合を 横線集合 (右図)という．
今後の重積分の計算において重要である．
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たて線集合

の形に表される面積確定集合を横線集合という.

以後は,た て線集合,横線集合,お よびこれらの和集合で表される面積確定
集合上の重積分のみを考えることとする.

◆問 1。 次の集合を図示し,たて線集合,横線集合の形に表せ.
(1)て (″ ,υ)″ ≧0,レ ≧0,何十υ≦1) (2)て (″〕υ)0≦ ″≦υ≦1)
(3)て (″ ,υ)11≦ υ≦α≦ e) (4)直線ヶ=″ と放物線υ=″2で囲まれた部分
(5)直線υ=切 と放物線υ=v行 で囲まれた部分

6.2累 次 積 分

定理 6.3(累次積分)(1)エ

次が成り立つ :

れ
メし,の 続

(2)Dを (6.2)で与えられる

れメし,のあ

メ(密 ,9) 0の ときは,累次

Dがたて線集合の場合,釘 夜

な平面で切つた切 り口の面積を

積,つ まり重積分の値が得ら才

Dが横線集合の場合,り の諜

平面で切つた切り回の面積を茅

つまり重積分の値が得られると

○例 6.2 次の 3つの集合を考える.

長方形 Dl={(″ ,ヶ)10≦ ″≦ 1,0≦ グ≦ 2)は ,た て線集合とも,横線集
合とも考えることができる。以下の D2,D3も 同様に,た て線集合とも横線集合
とも考えることができる !

D2=て (2,7)10≦ ″≦1,0≦ 7≦ 2″ }

=作のに υ勤
;υ
≦″≦1ト

D3=て
(何 ,7)10≦ ″≦1,2密 ≦υ≦2}

={伍の的勤≦名0≦″≦;分

例えば，原点中心半径 1の円の y ≧ 0の部分は，
{(x, y)| − 1 ≦ x ≦ 1, 0 ≦ y ≦

√
1− x2}とたて線集合として書けるし（下の左の図），

{(x, y)|0 ≦ y ≦ 1,−
√
1− y2 ≦ x ≦

√
1− y2}と横線集合の形でも書ける（下の右の図）．
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4-3. xy平面の第 1象限内で，直線 y = 2xと放物線 y = x2で囲まれた領域をDとする．
(1) Dを図示せよ．ただし，領域の内部に 斜線などは引かず ，境界を太く書いて明示すること．
(2) Dをたて線集合の形の式および図（表の図のようにたての矢印を 2，3本入れる）で表せ．
(3) Dを横線集合の形の式および図（表の図のように横の矢印を 2，3本入れる）で表せ．
(4) (2)，(3)のそれぞれを用いてDの面積を求め，結果が一致することを確認せよ．

上の 3題を解いてから，以下の 2題に取り組むこと．

4-4. 周の長さが一定 (2sとする)の三角形の面積の最大値とそのときの形を求めよ．なお，三辺の長さ
を x, y, zとすると (x+ y + z = 2s)，三角形の面積が

S =
√

s(s− x)(s− y)(s− z) =
√

s(s− x)(s− y)(x+ y − s)

となることがヘロンの公式として知られているので，この公式を用いること．また，
(i) x+ y > z = 2s− (x+ y)より x+ y > s，
(ii) x+ z > yつまり x+ (2s− x− y) > yより y < s，
(iii) y + z > xつまり y + (2s− x− y) > xより x < s

であるので，x, y > 0はこれらの不等式をみたす範囲で考える．
ヒント：f(x, y) = (s− x)(s− y)(x+ y − s)に対する極値問題を考える．

4-5. a > 0を正の定数とし，曲面 z = (
√
a−

√
x−√

y)2 (ただし，√
x+

√
y ≦ √

aで定まる領域上で考
える)または√

x+
√
y +

√
z =

√
aを考える．

(1) この曲面上の点 (p, q, r)における接平面の方程式を求めよ．
(2) (1)で求めた接平面と x軸，y軸，z軸との交点を P,Q,Rとするとき，3点と原点Oとの距離の和
OP+OQ+ORがつねに aであることを示せ．


